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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

日
時　

５
月
15
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

韓
国
視
察
団　
　

会
費　

無
料

「
韓
国
視
察
報
告
会
」

日
時　

５
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

講
師　

油
谷
純
子
氏
（
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部
教
授
）

　
　
　

午
後
の
講
師
は
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
６
千
円

内
容　

午
前
は
「
患
者
接
遇
の
実
際
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ク
レ
ー
ム
対
応
」

　

  　

午
後
は
歯
科
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
分
か
れ
て
受
講

※
開
催
要
項
、
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

「
新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座
」

日
時　

５
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

場
所　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

柿
本
和
俊
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座

講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
半
調
節
性
咬
合
器
の
使
用
法
」

南
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

６
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

申
偉
秀
氏
（
東
京
保
険
医
協
会
理
事
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
全
身
疾
患
を
持
つ
患
者
の
歯
科
臨
床
Ｑ
＆
Ａ―

医
科
歯
科
連
携
の
実
践
」

６
月
度
生
涯
研
修

『
天
神
ノ
森

『
天
神
ノ
森
』』界
隈
界
隈

堺の豪商・武野紹鴎が勧請した天神ノ森天満宮
　

こ
の
街
道
は
、
現
在
の
西

成
区
岸
里
付
近
で
大
き
な
森

に
妨
げ
ら
れ
て
い
た
。
堺
の

豪
商
の
家
に
生
ま
れ
た
武
野

の
森
を
二
つ
に
裂
き
、
街
道

を
通
し
た
。
人
々
は
感
謝
し

て
、
こ
の
森
を
紹
鴎
の
森
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
武
野

紹
鴎
は
、
門
人
に
千
利
休
な

ど
茶
道
史
に
残
る
傑
物
を
輩

出
し
、
茶
器
に
も
「
紹
鴎
茄

っ
そ
う
と
す
る
こ
の
社
（
天

満
宮
）
と
街
道
を
一
つ
隔
て

て
、
秀
吉
が
住
吉
神
社
や
堺

へ
の
往
来
の
途
中
、
茶
の
湯

あ
り
、
こ
の
あ
た
り
一
体
を

天
神
ノ
森
と
い
う
。
私
事
に

な
る
が
、
私
の
生
家
は
こ
の

街
道
か
ら
西
へ
約
15
分
〜
20

あ
た
り
で
遊
ん
だ
。

　

今
も
そ
う
だ
が
、
緑
豊
か

で
立
派
な
お
屋
敷
が
立
ち
並

ぶ
。
静
か
な
、
ま
る
で
日
常

と
切
り
離
さ
れ
た
別
天
地
に

連
れ
去
ら
れ
た
よ
う
な
、
驚

き
と
も
感
動
と
も
つ
か
な
か

っ
た
思
い
出
が
、
今
も
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
鮮
や
か
に

浮
か
ん
で
く
る
。

　

チ
ン
チ
ン
電
車（
阪
堺
線
）

「
天
神
ノ
森
」下
車
。
街
中
と

は
思
え
な
い
静
か
な
社
で
、

往
時
を
偲
ぶ
に
は
も
っ
て
こ

い
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

 

（
新
聞
部
・
小
澤
力
）

分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、
向
か
い

は
街
工
場
で
、
周
り
も
住
宅

な
ど
が
密
集
す
る
下
町
で
あ

っ
た
。
小
学
生
の
時
、
天
神

ノ
森
か
ら
登
校
す
る
子
ど
も

に
連
れ
ら
れ
て
、
よ
く
こ
の

を
楽
し
み
風
景
を
賞
し
、
天

下
の
茶
屋
と
言
っ
た
と
か

で
、
こ
の
付
近
の
地
名
と
な

っ
た
「
天
下
茶
屋
」
跡
が
あ

る
。

　

街
道
を
南
へ
３
０
０
㍍
ほ

ど
い
く
と
、
阿
倍
野
神
社
が

子
」
な
ど
の
名
を
残
す
茶
人

で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
大
阪
府
保
存
樹
の

大
楠
を
は
じ
め
、
老
木
が
う

217

紹
鴎
（
１
５
０

２
年
生
）
は
、

こ
の
地
に
天
満

宮
を
勧
請
（
天

神
ノ
森
天
満

宮
）
す
る
と
と

も
に
、
私
財
を

投
げ
売
っ
て
こ

　

足
利
時
代
末
期
に
、
上
町

丘
陵
を
走
る
阿
倍
野
街
道
に

か
わ
っ
て
、
新
た
に
大
阪
か

ら
堺
に
い
た
る
往
来
路
と
し

て
、
低
地
を
走
る
住
吉
街
道

（
紀
州
街
道
）が
出
現
し
た
。

日
常
と
切
り
離
さ
れ
た
別
天
地

　

私
は
、大
学
を
卒
業
以
来
、

多
く
の
障
害
児
を
診
て
き

た
。
そ
の
中
で
重
度
の
脳
性

ま
ひ
児
に
は
、
夭
折
し
た
子

ど
も
達
が
多
い
。
そ
ん
な
子

ど
も
達
を
振
り
返
る
と
、
重

度
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

常
に
口
が
開
い
て
い
た
よ
う

に
思
う
。
重
度
で
あ
る
か
ら

夭
折
し
た
と
な
る
と
、
私
た

ち
は
あ
ま
り
に
も
無
力
で
あ

る
。
し
か
し
口
に
対
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
な
か
っ
た
ら
、

よ
り
重
度
化
し
た
と
考
え
る

と
思
い
当
た
る
点
が
多
い
。

口
唇
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
、
水
分
を
嚥
下
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
と
も
す

れ
ば
自
分
の
唾
液
を
誤
嚥
し

ム
セ
て
し
ま
う
。

　

ま
さ
に
自
分
の
唾
液
で
溺

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

他
、
風
邪
を
引
い
て
肺
炎
に

な
り
や
す
い
。
何
よ
り
も
、

噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
の
こ
と
も
体
力
の

低
下
に
つ
な
が
る
。
口
は
使

わ
な
い
と
開
い
て
く
る
。
だ

か
ら
使
え
ば
よ
い
。
使
え
な

い
方
は
、
い
じ
れ
ば
良
い
。

こ
れ
だ
け
で
多
く
の
問
題
が

防
げ
る
の
だ
。

　

私
は
高
齢
者
の
口
や
食
の

問
題
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な

い
が
、
長
期
の
寝
た
き
り
状

態
に
あ
る
方
々
に
は
同
様
の

問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に

思
う
。
さ
て
少
々
、
話
題
が

暗
く
な
っ
た
の
で
本
題
に
移

る
。
最
近
は
、
高
齢
者
に
対

す
る
口
腔
ケ
ア
が
脚
光
を
あ

び
て
い
る
。
し
か
し
口
腔
機

能
は
、
い
ま
だ
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
多
く
の
〝
ふ
し

ぎ
〞
が
あ
る
。
例
え
ば
、
口

の
中
に
あ
る
食
物
残
渣
や
細

菌
な
ど
不
潔
な
も
の
を
誤
嚥

す
る
こ
と
で
誤
嚥
性
肺
炎
を

引
き
起
こ
す
。
と
こ
ろ
が
だ

…
。
そ
も
そ
も
口
の
中
は
不

潔
な
の
に
、
何
故
平
気
な
の

だ
ろ
う
？
そ
れ
こ
そ
不
潔
性

口
内
炎
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
…
？

　

ま
た
ヒ
ト
の
歯
は
、
一
生

に
一
度
し
か
生
え
変
わ
ら
な

い
。
し
か
し
サ
メ
は
一
生
に

何
万
本
も
生
え
変
わ
る
…
だ

っ
た
ら
サ
メ
の
歯
の
方
が
便

利
だ
と
思
わ
れ
る
。
ヒ
ト
の

歯
も
何
度
も
生
え
変
わ
れ
ば

よ
い
の
に
…
サ
メ
が
う
ら
や

ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
で
も

本
当
に
、
そ
う
な
の
か
？
こ

れ
ら
の
何
故
を
考
え
な
が
ら

口
の
機
能
を
み
る
と
、
明
日

か
ら
小
児
や
高
齢
者
の
口
が

気
に
な
っ
て
し
か
た
が
な
く

な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
、
以
下
の
点
に
つ

い
て
魚
類
か
ら
ヒ
ト
へ
の
進

化
を
通
じ
、
日
常
臨
床
と
兼

ね
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

【
主
な
内
容
】

１
：
ど
う
し
て
不
潔
な
口
腔

に
よ
り
、
肺
は
誤
嚥
性
肺
炎

を
起
こ
す
の
に
口
は
平
気
な

の
だ
ろ
う
？

２
：
ヒ
ト
の
赤
血
球
と
白
血

球
は
、
ど
ち
ら
が
先
？

３
：
あ
る
産
婦
人
科
病
棟
で

手
術
後
、
早
く
ガ
ス
を
出
す

た
め
に
と
っ
た
方
法
と
は
？

４
：
口
腔
周
囲
筋
も
寝
た
き

り
に
な
る
？

５
：
何
故
ヒ
ト
は
下
顎
前
歯

か
ら
萌
え
る
の
か
？

６
：
ヒ
ト
の
体
、
自
分
の
意

思
で
最
後
ま
で
動
く
筋
肉
と

は
？

７
：
口
が
縦
に
開
く
動
物
と

横
に
開
く
動
物
の
違
い
は
？

８
：
サ
カ
ナ
に
舌
は
？

９
：
喉
か
ら
手
が
出
る
話

10
：
口
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
不
思
議
な
関
係

11
：
赤
ち
ゃ
ん
が
発
す
る
最

初
の
意
味
の
あ
る
言
葉
と

は
？

12
：
舌
の
機
能
と
発
音

13
：
歯
か
ら
見
た
馬
券
の
買

い
方

14
：
何
故
ヒ
ト
の
歯
は
、
一

度
し
か
生
え
変
わ
ら
な
い
の

か
？

15
：
進
化
か
ら
あ
る
べ
き
小

児
の
咬
合
を
考
え
る

　

新
聞
部
で
は
、「
お
お
さ

か
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
で
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
場
所
や
イ
ベ

ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
新
聞
部
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

守ろういのち　なくせ貧困
後期高齢者医療制度は公約通り「即時廃止」を。

近畿総決起集会

※参加者には交通費（2000円）を支給いたします。
　申し込みは協会まで（℡06‒6568‒7731）

（京阪・地下鉄「天満橋」駅より徒歩５分）
会場：エル・おおさか

午後３時スタート
５月22日（土）

岡崎好秀氏（岡山大学医学部・歯学部付属病院小児歯科講師）

動物学やヒトへの進化から口の機能を探る
「謎解き口腔機能学」

５
月
度
生
涯

研
修
講
座
抄
録

５月23日（日）午前10時～午後１時　Ｍ＆Ｄホール　会員３千円、未入会者１万円

日
時　

６
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
料
、
訪
問
診
療

※ 

「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
０
年
４
月
版
）」
を
テ

キ
ス
ト
と
し
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
第
２
回
は
７
月

17
日
、
第
３
回
は
９
月
18
日
）

第
１
回
社
保
講
習
会

日
時　

６
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「〝
で
き
る
〞ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る
大
切
な
第
一
歩――

新
規
雇
い
入
れ
時
の
ポ
イ
ン
ト
」

雇
用
管
理
講
習
会


